
パッケージ研修支援 事例集 

府立茨木支援学校  

テーマ：つながりが見える！わかる！ 

～シラバス作成から評価まで 教科の視点で子どもたちの成長を捉えよう！～ 

概要 昨年度のパッケージ研修支援では、「単元（題材）設定から評価まで授業づくりの方法や工夫につい

ての取組み」をテーマとして、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業づくりを行いました。その実

践を通して、授業者及び研究部員、教育センター担当者等が「チーム」として授業改善を行い、協議を通

して授業づくりのポイントを共有することができました。 

今年度は、各教科における評価規準について個別の指導計画、指導要録とのつながりが見えるよう

に、小学部と高等部で研究授業を行いました。小学部の「国語科・算数科」の授業では、教科の目標設

定から評価までのつながりが分かるように、評価規準の設定や指導・支援の良い方法を模索しました。

高等部の「保健体育科」では、授業担当者全員が各授業の目標を共有し、評価規準とは別に適切に評

価するための評価基準を設定し、評価の場面や方法を工夫しました。各教科の授業を通して、子どもの

成長を捉えることができました。 

実施 

スケジュール 

Research 

 ５月 26日（木） 打合せ 

Vision 

 ７月 20日（水） 全体会① 

Plan 

 ５月下旬～ 学習指導案の作成・検討 

Do 

 ９月 14日（水） 
研究授業・研究協議 

 10月６日（木） 

Check & Act 

 １月 23日（月） 全体会② 

 １月下旬 アンケート集約 

全体会 ７月 20日（水） 「観点別学習状況の評価」について 

支援教育推進室指導主事より（以下資料より抜粋） 
 

目標に準拠した評価による観点別学習状況の評価を推進するために、学習指導要領において「知識

及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の三つの柱で再

整理されていることを確認しました。三つの観点から見取る内容を説明しました。提示した事例より「個別

の指導計画」の作成と各観点の評価規準を作成していただき、その内容についてグループ協議をしまし

た。 

 

  

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



大阪府教育センター 

研究授業 学 年 ・ 教 科 ： 

単 元 名 ： 

小学部 第２・３学年  「国語科・算数科」 

「ちかいをかんじよう」 
 

研 究 協 議 の 

ポ イ ン ト 

研究テーマの「つながりが見える！わかる！」について、研究授業を通して、

学習指導要領、シラバス、個別の教育支援計画、個別の指導計画、指導要録のつ

ながりが見えることを目標に取り組みました。学習グループの目標設定から評

価規準の設定をし、評価規準を達成するために PDCA サイクルに基づいて、指

導・支援の工夫をしたことについて共有しました。 

学 年 ・ 教 科 ： 

単 元 名 ： 

高等部 第 1・２・３学年  「保健体育科」 

「ボッチャ」 

研 究 協 議 の 

ポ イ ン ト 

毎授業チームティーチングで指導・支援を行う中で、毎授業における各教員

の評価ポイントを明確にするために、評価基準を作成し、研究授業を行いまし

た。授業を通して、よりきめ細やかな評価ができるようになり、授業の中での教

員の動きが明確になりました。それにより、生徒たちのモチベーションも上が

り、運動することの楽しさや喜びにつながりました。 

成果 研究協議より 

「国語科・算数科」の授業主担者から、「今までにはない視点であり、「大小」の概念が理解できてい

ることを見取るのは難しいが、子どもたちが様々な体験を通して「大小」の違いを感じ取りながら表現が

できるようになっていく姿を見取っていくことの大切さに気付くことができました。」と発言がありました。

「保健体育科」の授業主担当者からは、「生徒一人ひとりの実態に応じた評価規準を設定し、指導・支援

の方法や手立てを具体的に設定することが難しかった。しかし、指導と評価の一体化について、具体的な

助言をいただくことで理解を図っていくことができました。」と発言がありました。 

府立茨木支援学校として、学習指導要領、シラバス、個別の教育支援計画、個別の指導計画、指

導要録のつながりについて、各授業で目標設定から評価までのプロセスを明確化することができ

た研修になりました。今回の取組みをモデルに今後の指導・支援の充実につなげることができる

内容になりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

アンケート 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校のニーズに応えていた ② 今回の成果を継続的に生かしていく 

（感想やご意見より） 

・ 今年度、数々のいただいたご助言は、自分たちの発想から出ないアドバイスでした。 

・ 他校の取組みについて、情報をいただき、心強かったです。 

 

そう思う

100%

とてもそう思う

100%


